
（1）2022（令和４）年10月１日� 第84号や　す　ら　ぎ

光照寺寺報

発行所
真宗大谷派  弘興山
宗教法人光照寺

発行人 住職 池田孝三郎

〒331-0821
さいたま市北区別所町102-2
電話：048-651-2781㈹
FAX：048-651-2753
E-mail
yasuragi@beige.ocn.ne.jp
ホームページ
http://koshoji76.jp

住職法話

お盆法要お盆法要

詳
細
は
四
頁

詳
細
は
二
頁

護
持
会
報
告

十
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
十
一
時
勤
修

詳
細
は
三
頁

報
恩
講

子
供
会
報
告

当
た
り
前
の
こ
と
の

中
に

た
だ
ご
と
で
は
な
い

幸
せ
が
あ
る
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二
〇
二
一
年
度
第
二
十
三
回
光
照
寺

護
持
会
総
会
が
六
月
十
四
日
十
三
時
か

ら
光
照
寺
本
堂
に
お
い
て
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
二
十
二
名
で
し
た
。

勤
行
に
引
き
続
き
、
会
員
全
員
で
婦

人
部
の
皆
様
に
合
わ
せ
て
仏
教
讃
歌

「
真
宗
宗
歌
」を
唱
和
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
初
め
て
平
日
で
の
総
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
歴

史
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
と
ご
住
職

様
よ
り
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。「
真
宗
宗

歌
」
に
は
真
宗
の
真
髄
が
謳
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
連
の
全
て
の
行
事
に
念
仏

の
心
を
頂
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
平
山
正
三
氏
を
議
長
に
議
案

に
入
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
護
持
会
の

活
動
実
績
及
び
、
護
持
会
の
収
支
決
算

と
監
査
が
報
告
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
活
動
計
画
案

及
び
、
今
年
度
の
収
支
予
算
案
が
提
案

さ
れ
何
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
御
住
職
様
よ
り
聞
法
会
・
年
間

行
事
・
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
大
塚
氏
よ
り
子
供
会
の
紹
介
と
参

加
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
幾
分
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た

が
予
断
を
許
さ
な
い
昨
今
で
す
。
行
事
・

活
動
が
短
縮
変
更
さ
れ
る
な
ど
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
が
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
護
持
会
活
性
化

の
た
め
の
親
睦
旅
行
は
様
子
を
見
て
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

護
持
会
費
の
納
入
に
関
し
て
振
込
料

を
会
員
の
負
担
と
す
る
案
が
提
案
さ
れ

同
意
を
頂
き
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

奥
田
隆
史
氏
に
光
照
寺
総
代
と
護
持

会
庶
務
の
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
絵
解
き
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「
真
宗
ク
イ
ズ
」
の
催
し
が
あ
り
ま
し

た
。
御
本
尊
の
お
姿
を
拝
し
て
い
な
が

ら
よ
く
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
気
が

付
か
せ
て
頂
き
、
御
本
尊
の
詳
細
な
解

説
を
伺
い
ま
し
た
。
又
、あ
ら
た
め
て
真

宗
の
作
法
を
確
認
す
る
な
ど
有
意
義
で

楽
し
い
時
間
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
仏
教
讃
歌
「
恩
徳
讃
」

を
唱
和
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

護
持
会
総
会
報
告

淡
海
雅
子

総会

司会山根氏

婦人合唱

絵解き1

絵解き4 絵解き5 奥田氏へ委嘱状授与 親鸞聖人

絵解き2 絵解き3
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報　恩　講
・10月29日（土）

・午前11時～3時頃（10時30分受付）

・場所　光照寺本堂

・法要勤修

・講師　隆　彰見先生（能登教区・聖德寺住職）

・講題　「十方衆生　－聞く身をいただく－」

先生よりメッセージ：

「地球上、世界中でいろいろな出来事の中に身をおいて生

きている私たち、戦争（侵攻）、コロナ感染症、温暖化等、他

人事のように見聞きをいたしながら目を閉じている私た

ちに一人一人の責任があるのではないでしょうか。コロナ

禍で集まる事が悪いとされ、先達の方々が相続された講

（集い）聞法の出来ないご時世はまさしく法難と申すべき

です。

報恩講をお迎えし御門徒皆様と阿弥陀さまの前に身をお

き勤まる事のお慶びをお味わい出来ればと願います。」

※準備の都合上、出席の際は、10月22日までにお寺にご連
　絡下さい。

午前 10：30 受付

 11：00 勤行

 12：00 お斎（食事）

 1：00 法話　質疑応答

 3：00 終了予定頃

報

恩

講

【
報
恩
講
は
宗
祖
、
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
徳

に
報
謝
し
、
い
の
ち
の
道
理
を
深
く
尋

ね
る
法
要
で
、
一
年
の
中
で
最
も
大
切

な
仏
事
で
す
。
真
宗
門
徒
と
し
て
必
ず

勤
め
る
法
要
で
あ
り
、
光
照
寺
の
今
年

度
最
後
の
大
き
い
法
要
で
す
の
で
是
非

と
も
ご
参
詣
下
さ
い
。】

　

本
年
は
隆
彰
見
先
生
（
能
登
教
区
・
聖

德
寺
住
職
）
を
お
迎
え
し
て
報
恩
講
を

勤
修
致
し
ま
す
。
ご
家
族
、縁
者
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

住
職
（
釋
徹
照
）

「不可称不可説不可思議のゆえに。」上人
のおおせにあらざる異議どもを、近来は
おおくおおせられおうてそうろうよし。

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「念仏には無義をもって義と
す。」はいかに。第10章
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子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会
“
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
”

社
会
科
見
学
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）

住
職　

池
田
孝
三
郎

七
月
二
十
八
日
（
木
）、
午
前
十
一
時

よ
り
子
供
五
名
、
大
人
八
名
の
参
加
で

子
供
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
寺
で
勤

行
、
自
己
紹
介
の
あ
と
、
坊
守
よ
り
お
盆

の
お
話
し
、
大
間
真
弓
さ
ん
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
食
事
を
し
て
、さ
い
た
ま

市
青
少
年
宇
宙
科
学
館
へ
向
か
い
ま
し

た
。プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
鑑
賞
し
て
館
内

見
学
。
最
近
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
工

夫
を
凝
ら
し
て
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
は
驚
き
ま
し
た
。
暑
い

夏
で
し
た
が
子
供
の
笑
顔
を
見
る
と
元

気
が
も
ら
え
ま
す
。

次
回
は
、
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
様
、お
孫
様

と
ご
一
緒
に
お
寺
で
過
ご
す
貴
重
な
時

間
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
ご
参
加
ご
希

望
の
方
は
お
寺
に
連
絡
下
さ
い
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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真
の
依
り
処

真
の
依
り
処

浄
土
真
宗
の
教
え
と
は
、
南
無
阿

弥
陀
佛
を
称
え
る
の
は
何
の
た
め
で

す
か
。
他
力
本
願
は
ひ
と
任ま

か

せ
の
意

味
で
す
か
。
浄
土
に
往
生
成
佛
っ
て
、

死
ん
だ
人
が
生
き
て
い
る
っ
て
、
人

に
た
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
っ
て
、

衆
生
凡
夫
っ
て
な
ん
の
こ
と
、
仏

教
っ
て
良
い
人
に
な
る
た
め
の
教

え
、
自
分
だ
け
が
救
わ
れ
れ
ば
よ
い

の
、
本
当
の
宗
教
に
出
遇
う
た
め
に

は
、
深
く
生
き
る
と
は
、
浄
土
と
い
う

教
え
に
よ
っ
て
穢
土
を
生
き
て
ゆ
き

迷
い
が
迷
い
だ
と
あ
き
ら
か
に
な

り
、
迷
い
を
穢
土
と
し
て
浄
土
を
開

き
そ
の
人
に
与
え
ら
れ
た
尊
い
試
練

逆
境
に
き
た
え
ら
れ
た
人
は
強
靭じ

ん

で

あ
り
不
屈
の
精
神
で
生
き
ら
れ
る

と
。
誰
れ
も
が
思
い
通
り
の
人
生
を

歩
む
事
が
出
来
な
い
い
の
ち
で
す
、

素
直
に
そ
の
境
涯
に
生
き
た
い
も
の

で
す
。
本
当
を
求
め
た
人
に
学
び
気

づ
き
と
発
見
に
出
遇
い
喜
び
と
感
謝

を
頂
き
ま
し
ょ
う
。

�

南
無
阿
弥
陀
佛　

�

岡
田　

ノ
リ
子

寺

ヨ

ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
を
毎
週
月
曜
十
時
～
十

一
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
ト
モ
ヨ
先
生
。
南
イ
ン
ド
の

先
生
よ
り
古
典
ヨ
ガ
を
習
得
。
初
め
て

の
方
も
歓
迎
で
す
。
ご
興
味
の
方
は
当

寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

す
べ
て
の
自
力
は
、

他
力
に
さ
さ
え
ら
れ
て

あ
っ
た
ん
だ

鈴
木
章
子

（『
還
る
と
こ
ろ
は
み
な
ひ
と
つ
』）よ
り
）

トモヨ先生
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先
日
、
息
子
の
十
三
回
忌
法
要
を

終
え
ま
し
た
。
近
し
い
親
族
が
久
々

に
集
い
ま
し
た
。
法
要
の
後
の
食
事

会
で
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
十

二
年
間
に
お
浄
土
に
還
ら
れ
た
人
々

の
こ
と
。
そ
し
て
新
し
く
生
ま
れ
た

子
供
達
の
こ
と
。
昔
の
懐
か
し
い
思

い
出
話
な
ど
。
今
、
息
子
は
還
相
の

仏
と
な
っ
て
、
私
の
前
に
立
ち
現
れ

て
い
る
。「
倶
会
一
処
」。

息
子
の
死
が
縁
と
な
っ
て
光
照
寺

の
聞
法
会
に
通
い
ま
し
た
。
そ
し
て

実
家
の
宗
旨
で
あ
る
真
宗
の
教
え
を

再
発
見
し
ま
し
た
。
父
母
、
ご
先
祖
、

多
く
の
ご
縁
を
頂
い
た
方
々
に
感
謝

致
し
ま
す
。「
前
に
生
ま
れ
ん
者
は
後

を
導
き
、
後
に
生
ま
れ
ん
者
は
前
を

訪
え
」。�

合
掌

�

藤
原
自
雄

◦
報
恩
講

十
月
二
十
九
日
（
土
）午
前
十
一
時
よ
り

勤
修
。
講
師
は
隆
彰
見
先
生
（
能
登
教

区
・
聖
德
寺
住
職
）

◦
修
正
会

二
〇
二
三
年
一
月
一
日
元
旦
、
午
後
一

時
よ
り
勤
修
。
新
年
を
阿
弥
陀
如
来
の

ご
尊
前
よ
り
出
発
致
し
ま
し
ょ
う
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

◦
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会
は
休
会
。

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）

◦
大
経
の
会

十
月
は
報
恩
講
、十
二
月
十
三
日
。
午
後

二
時
～
午
後
四
時
。
講
師
は
住
職
。
細
川

巌
著
『
正
信
偈
讃
仰
』（
七
）を
学
ん
で
い

ま
す
。

◦
我
聞
の
会

十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
三
十
日
、
十
二

月
七
日
。
午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は
住

職
。「
歎
異
抄
」を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦
微
風
学
舎

十
月
二
十
日
、
十
一
月
十
七
日
、
十
二
月

一
日
。
午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は
住

職
。「
高
僧
和
讃
講
義
（
二
）」
延
塚
知
道

著
を
学
ん
で
い
ま
す
。

真
宗
に
学
ぶ
つ
ど
い

十
二
月
二
十
一
日
、
午
後
一
時
三
十
分

～
四
時
。
会
場
は
證
大
寺
、講
師
は
井
上

城
治
氏
。

サ
ー
ク
ル

◦
聲
明
サ
ー
ク
ル　

十
一
月
八
日
。
午

後
二
時
～
四
時
。
講
師
は
住
職
。

◦
絵
解
き
サ
ー
ク
ル　

十
月
十
四
日
、

十
二
月
十
六
日
。

子
供
会

十
二
月
二
十
六
日（
月
）。冬
休
み
企
画
。

寺
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。
マ
ス
ク
着
用
と
換
気
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

吉
澤　

光
昭

み
ま
か
り
し
父
母
は
こ
の
時
季
菊
が
好
き

秋
灯
天
井
久
し
き
山
家
か
な

農
道
に
ペ
ダ
ル
一
漕
ぎ
秋
う
ら
ら

天
高
く
今
ふ
れ
に
け
り
三
角
点

横
手
山
パ
ン
屋
の
煙
馬
肥
ゆ
る

佐
々
木　

玄
吾

妻
米
寿　

共
に
過
ご
せ
し　

六
十
三
年

　

思
い
出
の
品　

内
に
も
外
に
も

病
院
へ　

向
っ
て
進
む　

妻
の
背
は　

　

四
肢
た
く
ま
し
く　

力
あ
ふ
れ
る

釋
尼　

邦
照

遺い

く
夫つ

ま

と　

逢
い
が
た
き
し
仏
法
を　

　

共
に
あ
ゆ
み
て　

よ
ろ
こ
び
伝
う

早
朝
の　

愚
庵
の
水
ぎ
わ
ふ
と
見
る
と

　

一
本
の
シ
ソ
の
葉　

ほ
ほ
笑
み
か
え
す

釋
尼　

眞
敎
（
大
間
真
弓
）

ゆ
く
り
な
く　

流
行
病
に　

侵
さ
れ
て

　

生
か
さ
れ
し
身
の　

有
り
難
き
哉

床
上
が
り　

光
も
影
も　

打
つ
風
も

　

頼
り
の
聲
の　

思
し
召
し
な
り

篠
原　

潤
子

や
わ
ら
か
い　

筋
肉
な
ら
ず　

快
食
と

　

快
眠
快
便
で
も　

不
健
康

ニ
ッ
コ
リ
と　

笑
わ
な
か
っ
た
今
日
と
い
う

　

二
度
と
な
い
日
が　

た
そ
が
れ
て
ゆ
く

一
時
間　

立
ち
っ
ぱ
な
し
で
講
演
す　

　

渋
沢
翁
の　

百
歳
の
孫

ス
マ
ホ
よ
り　

ハ
ガ
キ
で
返
事
書
く
吾
は

　

自
分
の
ペ
ー
ス　

こ
れ
を
つ
ら
ぬ
く

生
前
に　

夫
の
書
い
た
心
経
を

　

毎
朝
拝
む　

南
無
阿
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ロバハウスへの入口
山田　邦興　画

赤いバラ
山田　邦興　画


